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 論文審査の結果の要旨
 PrNi2はうベス構造をもつ金属間化合物で,その磁気的性質はPr3+イオンに由来する。Pr3+の
 4f電子状態は立方対称の結晶場によって5つの準位に分裂しており,計算はi重項が基底状態
 にある可能性の強いことを示している。本研究では先ず4～77Kの温度範囲で比熱の実験を行
 い,同時に行ったPrNi2と同じ結晶構造をもつ奔磁性化合物YN1・の測定結果を用いて格子お
 よび電子比熱の寄与をさしひき,Pr3+イオンによる比熱を求め,その結果より算出したエントロ
 ピーの値が1重項基底状態を支持することを明かにした。また,この比熱がもつ約30K近傍の
 山の位置より,基底状態とその上の3重項励起状態の間隔△が,温度に換算して△篇60Kであ
 ることを求めた。ただ,比熱は通常期待されるシヨトキ一型比熱と異っており,特に山の低温
 側で温度丁に比例する異常な比熱の温度変化がみられる。この異常な温度依存性は,励起3重
 項が交換相互作用」によってひろげられているモデルを用いれば～応説明しうる。
 ついで比熱および帯磁率の実験を4Kから1Kまで,さらにiK以下0.03Kの低温まで拡
 張し,帯磁率は77Kから0.3Kに至るまでキュリー法則に従うが,0.25Kで磁気転移に由来する
 と考えられる帯磁率の由を見出した。また全く新しい現象として,この帯磁率の山に相当する
 温度で,磁化が平衡値におちつくまでの緩和時間が異常に長くなることを見出した。一方,比
 熱は0.3K以下で丁皿2に従って温度の減少とともに増大するが,磁気転移温度と考えられる0.25
 Kでは顕著な異常はみられず,温度依存性が丁一2から丁噛こ比例するふるまいに変化してゆく
 ことが見出された。本論文では0.25Kにみられる帯磁率の山が,Prの核スピンが電子との超微
 細相互佐用を通して秩序状態に転移するものと解釈している。この場合,転移温度は,前記の
 励起3重項をひろげているパラメータと同じパラメーータに支爾されるが,算出したパラメータ
 問に良い一致がみられることが示された。
 以上の解析により,PrNi・は電子系のみでは磁気転移を示さず,電子一核複合系として初めて
 磁気秩序状態に転移する系であるとの結論をえたが,0.3K以下の比熱のふるまい,O.3Kまで
 帯磁率がキュリー法則に従うことは理解できない。そこで,結酷の不完全性を考慮したモデル
 で解析を試みたが,全温度領域にわたる比熱,帯磁率のふるまいを説明できるに至っていない。
 このように,本論文は未解決の問題を残しているが,従来,狭い温度範麟の断片的な実験を
 通して不可解とされていたPrN12の磁気的熱的性質の全貌をとらえ,問題点を明らかにした点
 と,新たに0.25Kで磁気転移を見出し,異常な磁気緩和現象を発見した点は高く評価される。
 またこの論文を通して,森宏が研究能力,学識ともに高度のものを有していることが確認され
 た。よって森宏提出の論文は理学博士の学位論文として禽格と認める。
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